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こ∴＼二十  

を編集部   

企業会計審議会が出した「金融商品に係る会   

計基準」と2000（平成12）年1月に日本公認   

会計士協会が公表した■「金融商品会計に関す   

る夷務拇針」に則ったものです。  

これを商品先物取引に当てはめてみますと、   

その眼目は「商品先物取引をヘッジ目的に行   

った場合は現物と通算して考え、期をまたが   

って損得を処理できる」というものです。  

例えば、大豆を取り扱っているある3月決   

算の企業が、2003年10月時点で1億円の大豆   

在庫を持っており、買い手が見うかるまでの   

間の価格変動リスクを回避するために、商品   

先物取引で1億円売ったところ、先物価格が   

下がり、翌年の3月未に、帳簿上1，000万円   

の利益が出ていたとします。  

時価会計の導入前は、この利益は帳簿上で   

はまだ利益とはみなされていませんでした。   

しかし、時価会計の導入後は、決算日におい   

て決済されていない先物取引については、決   

済されたものとみなして税金の計算が行われ   

るのが原則となりました。   

そこで、もし、ヘッジ会計が適用されなけ   

れば、この1，000万円は益金に算入されるこ   

とになってしまいます。しかし、ヘッジ会計   

が適用さ亘る抽樗甘粧′このようなことは   

起きません。  

大豆の価格はさらに下がり、2004年5月に   

大豆の買い手が見つかって在庫が売れて700   

万円の損失が出たとします。しかし、先物価  

商品先物取引は金融商品会計キ；1卑やでダリ 

パティプ（金融派生商品）のiくらとして恕ゃ  

られでいます。ま－たJ金融商品会計は法人税  

法とある程度整合性がとれています。そ土で、  

会計上、税務上からも商品先物取引をへ？ジ  

に利用する際の利便性は高まっできました。   

通常、企業が商品先例取引を利用する場合、  

2つの目的があります。1つは余裕資金を利  

用して利益を上げよう′というもの。もう1つ  

はリスクヘッジ（保険つなぎトを目的に利用  

しようというものです。   

企業はり、スタヘツ、ジをすること■により、原  

料などの価格に変動があっても本業の収益に  

影響が出ないようにすることができます。こ  

れは、本業の損益と商品先物取引での損益と  

を相殺できるからです。   

しかし、もし、本業で損を出したにもかか  

わらず、先物取引で得た利益だけに課税され  

たら元も子もなくなります。でも、安心して  

ください。そのようなことにならないよう、  

卸度が整備されています。これをヘッジ会計  

といいます。、、  

垂塾理－  
ヘッジ会計とは、1999（平成11）年1月に  
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ただ、利益を目的とした売買をしているに  

為かかわ、らず、－けへ．外ジが旧約山恕）Lゝって利  

益隠也を国各企業がをい．とも限りません。：・そ  

こで、．．し阜タジ会計の適用条件ともて①へ・ツジ  

取引が企業の瑚・巧ク管理方針による抱‘のと．し  

て客観的に認められること②リ．ネタ管理のた  

時価会計で昼前述のように、■、決済掛れてい  

ない先物契約の損益のみが先に計上されてし  

まい、、－へ■少ジを眉的恕起た取引の実態が適切  

に尿映されなV戸こーとふこなって・じまいます示隼  

ッジ会計塵はこの装カな計上時期のズレを一  

致させるものなのです》∴これに▲よ：り、・ヘッジ  

を、目的・をした商品先物取引は税務止の恩恵が  

受付ちれ、＼－企業株こ∴商品先物取引をヘタブの  

手段として利用しやすくなったのですぷ．i  

官有在▲し、それに  

貸費額つを  
満たず必要野あサまず芸・また、「リスクの種類」  

「誓ヅ三ジ方針」イヘッジ手段の有効性について  

の検証方法」しこなど畳きちん塗させる必要おあ  

りますれ汗 （∴ノ・（こ、ト；・、  
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